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Overview 

オムロンが中外製薬と共同で開発を進める次世代創薬支援ロボットは、創薬研究の現場に革命をもたらす可能性を秘めて

います 160 162 。このシステムは、「モバイルマニピュレータ」と「ワークベンチロボット」という 2 種類のロボット

で構成され、人間が作業する既存の実験室環境で、人間と同じ実験器具を用いて非定型的な作業を自動化することを目指

しています 160 。このアプローチは、特定の工程に特化した従来の自動化システムや、大規模な設備改修を前提とする

クラウド型ラボとは一線を画すものです。 

本ロボットシステムの中核には、オムロンのコア技術「センシング＆コントロール＋Think」があり、AI による高度な画

像認識、リアルタイムでの動作生成・制御技術が組み込まれています 161 162 。これにより、透明な実験器具の精密な

扱いや、狭い空間での安定した移動・作業が可能になります 160 。 

この技術は、創薬プロセスにおける長年の課題である開発期間の長期化、莫大なコスト、低い成功確率、そして研究者の

負担といった問題を解決する鍵となります 8 145 。24 時間 365 日稼働する「眠らないラボ」を実現することで、実験サ

イクルを大幅に短縮し、研究者がルーチンワークから解放され、より創造的な思考や仮説検証に集中できる環境を創出し

ます 3 149 160 。 

競合他社が AI による化合物設計やクラウド型実験サービスで市場を切り拓く中、オムロンは「人間と機械の融和」とい

う独自の哲学に基づき、現場の柔軟性と汎用性を重視したソリューションで差別化を図っています 61 160 。実用化に

は、実験成功率の極限までの向上や導入コストといった課題も存在しますが、この技術は創薬 DX を加速させるだけでな

く、製造業など他分野の未自動化領域にも応用可能なポテンシャルを秘めており、日本の産業が直面する構造的課題への

一つの解となることが期待されます 160 。 

詳細レポート 

1. オムロンの次世代創薬ロボット：概要と戦略的目標 

オムロンが開発中の創薬支援ロボットシステムは、製薬大手の中外製薬との共同プロジェクトとして、創薬研究の生産性

と質を飛躍的に向上させることを目的としています 3 19 61 。この取り組みは、中外製薬の成長戦略「TOP I 2030」が掲

げる「R&D アウトプットの倍増」という目標達成に向けた重要な施策と位置づけられています 3 。 
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システムの構成とコンセプト このシステムは、役割の異なる 2 種類のロボットから構成されています 160 。 

● モバイルマニピュレータ: 移動型のロボットアームで、研究室内を自律的に移動し、実験器具や試料を運搬しま

す。人がようやく通れるほどの狭い通路でも安定して動作するよう設計されています 160 161 。 

● ワークベンチロボット: 実験台（ワークベンチ）に設置される双腕ロボットで、多指ハンドを用いてピペット操作

や液体の分注といった精密な手作業を担当します 160 。 

このシステムの最大の特徴は、人間が作業することを前提に設計された既存のラボ環境に後付けで導入できる点です

160 。大規模な設備改修を必要とせず、人間と同じ実験器具を扱えるため、従来の画一的な自動化装置とは異なり、柔軟

性と汎用性に優れています 160 162 。これは、オムロンの創業者・立石一真が提唱した「機械にできることは機械に任

せ、人間はより創造的な分野での活動を楽しむべきである」という経営哲学を具現化する試みです 61 。 

戦略的目標 このプロジェクトの目標は単なる作業の自動化に留まりません。 

● 研究者の創造性解放: 研究員を細胞培養や試薬分注といった反復的で時間のかかるルーチンワークから解放し、実

験計画の立案や結果の考察といった、人間にしかできない創造的な業務に集中させることを目指します 3 149 

160 。 

● 生産性の最大化: 人がいない夜間や休日もロボットが自律的に実験を継続する「眠らないラボ」を実現し、24 時間

365 日体制で研究開発を加速させます 3 71 128 。 

● データ品質の向上: 人為的ミスを排除し、実験の再現性を高めることで、AI 創薬モデルの学習に不可欠な高品質か
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つ大量のデータを安定的に取得します 37 140 。 

2023 年秋から中外製薬の新研究所「中外ライフサイエンスパーク横浜」で実証実験が開始されており、まずは細胞実験

のような負荷が大きく多様な実験での実装を目指しています 3 11 133 。 

2. 人間の研究者を模倣する基盤技術 

オムロンの創薬ロボットが人間と同じ環境で、同じ器具を使って精密な作業を行うことを可能にしているのは、同社のコ

ア技術「センシング＆コントロール＋Think」を応用した複数の先進的な技術群です 161 162 。これらの技術は 2025 年 9

月の日本ロボット学会学術講演会でも発表されています 116 161 。 

 

 

 
 

モバイルマニピュレータの安定移動・作業技術 床面積の小さい台車に背の高いアームを搭載した不安定な構造でありな

がら、狭い研究室内で安定して動作するために、以下の技術が開発されました 160 。 

● 低計算量全身協調制御: 従来のヒューマノイドロボット技術に比べ、圧倒的に少ない計算量でロボット全体のバラ

ンスを制御します 160 。アームと台車の計算を分離・簡略化することで、1 ミリ秒という高速なリアルタイム制御

を実現し、外部からの衝撃にも安定性を保ちます 160 161 。 

● 動的経路計画: 人がやっと通れる幅の通路で、障害物を避けながら切り返し（スイッチバック）を含む複雑な経路
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を高速で計算します 160 161 。これにより、急な人の飛び出しなどにもリアルタイムで対応可能です 160 。 

● 全身協調インピーダンス制御: 扉を開けるなど、外部から力が加わる作業を行う際に、重心を制御しながら力を加

えることで、転倒を防ぎつつ作業を遂行します 160 161 。 

ワークベンチロボットの精密操作技術 双腕と多指ハンドを駆使し、繊細な実験操作を実現します。 

 

 

 
 

● 透明物体の高精度認識: 創薬実験で多用されるガラス製の試験管やフラスコは、カメラで認識することが困難でし

た 160 。オムロンは、物体のエッジ情報などを手がかりに形状を復元する機械学習モデルを開発 160 。ステレオカ

メラの左右の映像からオプティカルフロー（画素の動き）を算出し、物体の 3D 形状を推定する「SSCFlow」など

の技術により、市販の安価な深度センサー付きカメラでもサブミリ単位の精度での認識を可能にしました 160 

161 。 

● 多指把持制御: 複数の指を持つハンドが、物体を過度な力で握りしめることなく、指先のわずかな転がりを利用し

て滑りを防ぎながら安定して保持する技術です 160 161 。これにより、壊れやすいガラス器具も安全に扱えます。 

● 高速ビジュアルサーボ: 物体の正確な 3D 位置を認識するのに時間がかかるため、一度認識した後は、物体の動きを

高速で追跡する技術と使い分けることで、リアルタイム性と精度を両立させています 160 161 。 

人とロボットを繋ぐ AI インターフェース 研究者がプログラミング知識なしにロボットを操作できるよう、AI が重要な役

割を果たします 160 。研究者が「この試薬を 10 マイクロリットル、ウェルプレートに分注して」といった自然言語で指
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示を出すと、AI がそれを解釈し、ロボットが実行可能な一連の動作コマンドに変換するヒューマンマシンインターフェ

ース（HMI）の開発が進められています 23 160 。 

3. 創薬研究の構造的課題とロボットによる解決策 

医薬品開発は、他産業と比較しても類を見ないほどハイリスク・ハイリターンな事業領域です 36 。オムロンのロボット

システムは、この領域が長年抱える構造的な課題に正面から取り組むものです。 

創薬研究における主な課題 

課題 詳細 出典 

莫大なコストと時間 新薬 1 つの開発に 10 年以上

の歳月と、数百億～数千億円

の費用がかかる。 

8 145 160 

低い成功確率 臨床試験に進んだ医薬品候補

の約 90%は、有効性の不足

や安全性の問題で承認に至ら

ず失敗に終わる。 

36 40 112 

再現性の問題 研究者のスキルやその日のコ

ンディションによって実験結

果にばらつきが生じ、データ

の信頼性が損なわれることが

ある。これは人為的ミスの原

因にもなる。 

37 178 

非定型作業のボトルネック スクリーニングのような定型

作業の自動化は進んでいる

が、標的探索など条件を変え

ながら試行錯誤する非定型作

業は人手に頼らざるを得ず、

プロセス全体のボトルネック

となっている。 

160 63 
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課題 詳細 出典 

研究者の負担 長時間労働や反復作業が研究

者の心身を疲弊させ、本来注

力すべき創造的な思考活動を

妨げている。 

3 149 

ロボットシステムがもたらす解決策 

オムロンのロボットは、これらの課題に対して以下のようにアプローチします。 

● スループットの劇的向上: ロボットは 24 時間 365 日、休憩なく稼働できます 3 。これにより、これまで数週間か

かっていた実験サイクルを数日に短縮できる可能性があります 37 。夜間や休日に実験を進めることで、研究開発

全体のタイムラインを大幅に圧縮します 149 。 

● データ品質と再現性の確保: ロボットはプログラムされた手順を常に同じ精度で実行するため、人為的なミスや結

果のばらつきを最小限に抑えます 37 。これにより、実験の再現性が担保され、得られるデータの信頼性が向上し

ます。これは、AI 創薬モデルの学習精度を高める上でも極めて重要です 140 。 

● 非定型作業の自動化: 人間と同じ器具を使い、柔軟な動作が可能なため、これまで自動化が困難だった標的探索段

階の複雑な実験にも対応できます 160 162 。これにより、創薬プロセスのボトルネックを解消します。 

● 研究者のウェルビーイング向上: 研究者を単純な反復作業から解放することで、燃え尽きを防ぎ、より高度で創造

的な業務、すなわち「仮説の構築」や「実験結果の深い洞察」に集中できる環境を提供します 3 61 160 。 

このように、ロボットは単なる労働力の代替ではなく、研究の質、スピード、そして研究者の働き方そのものを変革する

触媒としての役割が期待されています。 

4. 競合環境分析：オムロンの独自性と優位性 

創薬支援市場は、AI やロボティクス技術の進化に伴い、多様なプレイヤーが参入する「戦国時代」の様相を呈していま

す 1 188 。各社は得意技術を活かし、創薬プロセスの特定領域で差別化を図っています 1 。この中でオムロンのアプロー

チは、その独自性が際立っています。 

主要な競合アプローチ 

● AI 創薬プラットフォーム: FRONTEO や Preferred Networks のように、AI（特に自然言語処理や深層学習）を用い

て膨大な論文やデータから創薬ターゲットを探索したり、化合物を設計したりするアプローチです 1 33 123 。実

験そのものは行わず、計算科学に特化しています。 

● クラウド型自動化ラボ: Strateos や Emerald Cloud Lab などが提供するサービスで、研究者はウェブ経由で実験を

依頼し、遠隔地の完全自動化されたラボでロボットが実験を実行します 37 。製薬大手 Eli Lilly 社も Strateos と提
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携しています 37 。大規模な設備投資を自社で行う必要がない点がメリットです。 

● 特定タスク特化型ロボット: 特定の実験工程に特化したロボットシステムです。例えば、アステラス製薬が導入し

た LabDroid「Maholo」は細胞培養実験に 53 158 183 、カルナバイオサイエンスが導入した Dobot のアームは分析

装置へのサンプル投入に特化しています 5 203 163 。 

● モジュール型自動化システム: HighRes Biosolutions のように、顧客の既存ラボにモジュール式の自動化機器を組み

合わせて導入するアプローチです 37 。 

オムロンの独自性と競争優位性（SWOT 分析） 

オムロンの戦略は、これらの競合とは異なる独自のポジションを築いています。 

Strengths (強み) Weaknesses (弱み) 

人間との共存・協調性: 既存のラボ環境に後

付けでき、安全柵なしで人間と共同作業が可

能 15 160 。これは FA で培った協働ロボッ

ト技術が基盤 47 103 。 

高い初期コスト: 高度な汎用ロボットシステ

ムは、特定タスク専用機に比べて高価になる

可能性がある 60 。 

高い汎用性と柔軟性: 人間と同じ器具を扱う

ため、特定タスクに縛られず、多様な非定型

作業に対応可能 160 162 。 

技術的成熟度: 実用化に向け、実験成功率を

極限まで高める必要があり、まだ開発途上の

技術も多い 160 。 

統合制御技術: ロボット、センサー、コント

ローラー（ILOR+S）を自社で持ち、シーム

レスに統合制御できる 42 50 86 。 

専門人材の必要性: 導入・運用にはロボット

と創薬の両方を理解する高度なスキルを持つ

人材が必要になる可能性がある 6 7 。 

強力なパートナーシップ: 創薬の知見を持つ

中外製薬との強固な連携により、現場のニー

ズに即した開発が可能 3 61 。 

 

Opportunities (機会) Threats (脅威) 

未自動化領域の開拓: 創薬や製造業には、人

手に頼る非定型作業がまだ多く残されてお

り、巨大な潜在市場が存在する 152 160 。 

競合の進化: クラウド型ラボの低価格化や、

AI 創薬の精度向上により、物理的なロボット

の必要性が相対的に低下する可能性 25 

181 。 
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Strengths (強み) Weaknesses (弱み) 

データ駆動型研究の加速: ロボットが生成す

る高品質なデータが、AI 創薬の精度を向上さ

せるという好循環を生み出す 140 。 

技術のコモディティ化: 中国メーカーなどか

ら廉価なロボットアームが登場しており、価

格競争が激化する可能性がある 203 。 

労働力不足への対応: 少子高齢化が進む日本

において、研究者や技術者の不足を補うソリ

ューションとして需要が高まる 9 。 

規制の壁: AI やロボットが生成したデータの

信頼性に関する規制（GLP など）が、導入

の障壁となる可能性 22 125 。 
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結論として、オムロンは「AI による計算」や「完全隔離された自動化」ではなく、「人間が働く現場に溶け込む、柔軟

で汎用的なロボット」というユニークなアプローチを取っています。これは、FA で培った現場力と統合制御技術という

自社の強みを最大限に活かした戦略であり、既存のソリューションではカバーしきれない「最後の未自動化領域」を開拓

する上で強力な競争優位性を持つと考えられます。 

5. 業界へのインパクト：創薬 DX の加速と研究パラダイムシフト 

オムロンが開発する次世代ラボオートメーション技術は、単一の企業の生産性を向上させるに留まらず、製薬業界全体の

デジタルトランスフォーメーション（DX）を加速させ、科学研究のあり方そのものを変革する潜在能力を秘めていま

す。 

研究開発プロセスの変革 

● 圧倒的なスピードアップ: ロボットによる 24 時間 365 日の自律実験は、創薬プロセスのボトルネックを解消し、開

発期間を劇的に短縮します 3 149 。例えば、Eli Lilly 社はロボット化により、従来数週間～1 ヶ月かかっていた合

成・評価サイクルを 2 時間～数日に短縮したと報告しています 37 。これにより、より多くの医薬品候補を迅速に

評価し、有望なシーズを早期に見出すことが可能になります。 

● 成功確率の向上: 創薬の成功確率が低い一因は、前臨床段階での評価の不正確さにあります 40 70 。ロボットは人

為的ミスを排除し、極めて再現性の高い実験データを生成します 37 。この高品質なデータは、AI 創薬モデルの予

測精度を飛躍的に向上させ、臨床試験での失敗リスクを低減させることに繋がります 140 。AI とロボットが連携す

ることで、「質の高いデータ生成 → AI モデルの精度向上 → より有望な仮説の提示 → ロボットによる検証」とい

う強力な好循環が生まれます 166 。 

● コスト構造の転換: 開発期間の短縮と成功確率の向上は、莫大な研究開発費の削減に直結します 8 117 145 。特

に、失敗の多い創薬初期段階でのコストを効率化できるインパクトは絶大です。 

研究者の役割と働き方の変革 

● 創造的業務へのシフト: 研究者は、ピペット操作やサンプル移動といった反復的な「作業」から解放され、本来の

強みである「仮説立案」「データ解釈」「洞察の発見」といった創造的な「思考」に集中できるようになります 3 

160 162 。これにより、イノベーションの創出が加速されると期待されます 11 。 

● グローバル・コラボレーションの促進: 実験プロセスがデジタル化・標準化されることで、地理的な制約を超えた

共同研究が容易になります 37 。日本の研究者が立案した実験を、夜間に米国のロボットが実行し、翌朝には欧州

の研究者がその結果を分析するといった、真のグローバル連携が実現可能になります。 
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科学研究全体への波及効果 この技術は創薬分野に限定されません。化学、材料科学、再生医療など、試行錯誤的な実験

が不可欠なあらゆる科学研究分野に応用可能です 152 160 。人手不足や研究費の制約に悩むアカデミアにとっても、研

究の生産性を飛躍させる切り札となり得ます。ロボットが生成する標準化されたオープンデータが、科学コミュニティ全

体の知識発見を加速させる未来も考えられます。 

6. 実用化への障壁：技術的・経済的・規制上の課題 

https://wired.jp/article/omron-lab-automation-drug-discovery
https://wired.jp/article/omron-lab-automation-drug-discovery/


オムロンの「眠らないラボ」構想は革新的である一方、その実現までには複数の重要な課題を克服する必要があります。 

技術的課題 

● 極めて高い信頼性と成功率: 創薬研究では、一度の失敗が数週間かけて培養した貴重な細胞や化合物を無駄にする

ことを意味します 160 。そのため、ロボットにはほぼ 100%に近い実験成功率が求められます。単に精度を高める

だけでなく、予期せぬ事態（例：器具のわずかな位置ずれ、液体の泡立ち）を検知し、自律的に修正・回復するロ

バスト性（頑健性）の実装が不可欠です 160 。 

● 「失敗」の定義の難しさ: 何をもって実験の「成功」または「失敗」とするかの基準設定は非常に複雑です 160 。

例えば、液体を攪拌する際の「許容できる揺れの範囲」など、これまで研究者の暗黙知や経験則に委ねられていた

判断基準を、定量的に定義し、ロボットに教え込む必要があります。これには、ロボット工学と創薬科学、両分野

の専門家による緊密なすり合わせが不可欠です 160 。 

● 汎用性の追求: 人間のように多種多様な実験器具や手順に柔軟に対応できる真の汎用性を実現するには、さらなる

技術的ブレークスルーが必要です 160 。現状はまだ特定の作業の自動化に留まっています 160 。 

経済的・組織的課題 

● 高額な導入コスト: 高度な AI とロボティクスを統合したシステムは、高額な初期投資を必要とします 60 。これ

は、資金力が限られる大学やバイオベンチャーにとっては大きな導入障壁となります 22 52 56 。費用対効果を明

確に示し、サブスクリプションモデルのような新たなビジネスモデルの検討も必要になるでしょう。 

● 人材育成と役割再定義: ロボットを効果的に運用・保守するためには、ロボット工学、IT、そして生命科学の知識

を併せ持つ新たなタイプの「ラボオートメーション専門家」の育成が急務です 6 7 。また、研究者の役割も「実験

の実行者」から「ロボットの管理者・監督者」へと変化するため、組織内での役割の再定義と意識改革が求められ

ます 20 。 
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規制・倫理上の課題 

● データ信頼性と規制準拠: 医薬品開発においては、GLP（Good Laboratory Practice）と呼ばれる厳格な基準に準拠

し、生成されるデータの信頼性を保証する必要があります 22 。ロボットが生成したデータが、規制当局（例：

FDA、PMDA）から承認申請の根拠として認められるかどうかは、実用化における重要なポイントです。 

● AI の判断に対する責任: AI が自律的に実験計画を修正したり、異常を判断したりする場合、その決定の妥当性や責

任の所在が問われる可能性があります 49 。AI の判断プロセスを透明化し、説明可能にすることが求められます。

米国では既に OpenAI と FDA の間で、規制プロセスにおける AI 活用に関する対話が始まっています 125 。 

これらの課題は、オムロン一社だけでなく、業界全体、さらには規制当局や学術界を巻き込んだオープンな議論を通じて

解決していく必要があります。 

7. 未来展望：「眠らないラボ」の実現と人間と機械の融和 

オムロンが描く未来は、単に実験を自動化するだけでなく、人間と機械が互いに能力を高め合う「融和」した世界の実現

です 58 96 122 。このビジョンは、同社が卓球ロボット「FORPHEUS」などを通じて長年追求してきた哲学に基づいて

います 29 72 。 

段階的自動化のロードマップ オムロンは、一足飛びに完全自動化を目指すのではなく、現実的な 3 段階のフェーズを経

て「眠らないラボ」を実現する戦略を描いています 160 。 

● フェーズ 1：特定作業の自動化（現在地）: 人間にとって簡単な作業でもロボットには難しいことが多い中、まず

はモバイルマニピュレータやワークベンチロボットが特定の作業を人間と同様にこなせる状態を目指します 160 。 

https://www.mri.co.jp/knowledge/column/20250711.html
https://rpa-technologies.com/insights/ai_medicalcase/
https://www.wired.com/story/openai-fda-doge-ai-drug-evaluation/
https://www.sbbit.jp/article/sp/169331
https://www.omron.com/jp/ja/edge-link/news/676.html
https://www.omron.com/jp/ja/edge-link/news/739.html
https://www.omron.com/jp/ja/edge-link/news/728.html
https://www.omron.com/jp/ja/technology/forpheus/
https://wired.jp/article/omron-lab-automation-drug-discovery/
https://wired.jp/article/omron-lab-automation-drug-discovery/


● フェーズ 2：合理的な役割分担による協働: 繊細な作業など一部は人間が担いつつも、ほとんどの作業をロボット

に任せられる状態です。作業の性質に応じて、人間とロボットが柔軟に役割を分担します 160 。 

● フェーズ 3：完全な自動化: ロボットが昼夜を問わず自律的に実験を遂行し、研究者は時間や場所に縛られること

なく、実験計画や結果の考察に専念できる「眠らないラボ」が完成します 160 。 

AI が加速させる未来 AI 技術、特に大規模言語モデル（LLM）や世界モデルの進化は、このロードマップを加速させる原

動力となります 29 79 。 

● 直感的なヒューマンマシンインターフェース: 研究者が自然言語で「こういう仮説を検証したい」と語りかけるだ

けで、AI が最適な実験プロトコルを設計し、ロボットが実行する未来が現実味を帯びてきます 23 160 。 

● 身体性の拡張: オムロン サイニックエックス（OSX）では、群ロボットが人間の身体の延長として機能する研究も

進められています 13 。将来的には、ロボットが単なる道具ではなく、研究者の「もう一つの手」や「目」として

機能し、人間の能力を拡張する存在になるかもしれません。 

創薬から他分野へ このラボオートメーションで培われた技術は、創薬分野に留まりません 160 。オムロンが強みを持つ

ファクトリーオートメーション分野においても、製造ラインの周辺に残る「狭い空間での部品搬送」や「多品種少量生産

における段取り替え」といった未自動化領域に応用できると期待されています 152 160 。研究室と工場のバックヤード

は、「狭い空間での非定型作業」という共通の課題を抱えているためです 160 。 

オムロン サイニックエックスは、「2050 年までに AI 搭載ロボットがノーベル賞級の発見を支援する世界」を究極の目

標の一つに掲げています 121 。オムロンと中外製薬の挑戦は、その壮大なビジョンに向けた重要な一歩であり、10 年

後、20 年後には、高いスキルを持つ研究者が時間に縛られず、純粋な知的好奇心に基づいて研究に没頭できる、新しい

科学の時代を切り拓くことになるでしょう 160 。 

要約 

オムロンが中外製薬と共同開発する創薬支援ロボットは、AI と先進的なロボティクス技術を融合させ、創薬研究の根本

的な変革を目指すものです 160 162 。このシステムは、人間と共存可能な「モバイルマニピュレータ」と「ワークベン

チロボット」から成り、既存の実験室で人間と同じ器具を用いて多様な非定型作業を自動化する、高い柔軟性と汎用性を

特徴とします 160 。これにより、開発期間の短縮、コスト削減、成功確率の向上といった業界の長年の課題を解決し、

研究者を反復作業から解放して創造的な業務に集中させることを狙います 3 149 。 

競合が AI 計算やクラウド型ラボでアプローチする中、オムロンは FA で培った現場力と統合制御技術を活かし、「人間
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高めることで、科学研究全体のパラダイムシフトを促す可能性を秘めています 160 。 
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